





















失感や罪悪感をともなう反応期（1 週間～ 6 週間）、悲しみ、さびしさ、不安











　2011（平成 23）年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、死者 15,884 人、行
方不明者 2,636 人 (2014 年 2 月調査集計）を出した４）。また、東京電力福島第
一原子力発電所事故（以下、福島原発事故）発生以降、近隣の各市町村は、国
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の指示に基づき、同原発から 20km 以内の地域を警戒区域に、事故発生から 1
年の期間内に放射線量の積算量が 20 ミリシーベルトに達するおそれがある地
域を計画的避難区域に設定している。そして避難指示区域等からの避難者数は、
平成 25 年 3 月時点で約 10.9 万人、福島県全体で見ると、避難者数は全体で約
























　平成 27 年 5 月頃、いわき市内に家を建て転居する予定。
5 ）発災当時から現在に至るまで：発災直後は、大熊町体育館に避難。翌 3 月




































たのち、東京の叔父の家を頼った。3 月 17 日から 30 日まで、埼玉スーパー
アリーナに避難。双葉町居住者優先ということで、自治開発センターに移動。
4 月 3 日から 30 日まで老人福祉センター、その後、アパートに移動した。1
カ月は無料で滞在、2 か月目からは低家賃になり 5 月 20 日まで入居した。6
月初旬に喜多方の温泉旅館に避難し、7 月 20 日頃に仮設住宅に移動したが、
すぐに会津若松市内のマンションに引っ越した。さらにマンションを移り変











































　7 回移動し、平成 23 年 11 月より現在のところに居住。























5 ）発災当時から現在に至るまで：3 月 14 日深夜に飯館村の知人の事務所に自
（216）
32 33大規模複合災害における被災者の心理過程の特徴〔金田　英子〕 東洋法学　第58巻第２号（2014年12月）
主避難をし、15 日は 1 日そこにいた。建設会社の旗が風で海側になびいてい
たので大丈夫だと思い、危険意識はなかった。3 月 18 日に長岡に移動。親戚





　その後、6 月上旬までの 3 か月弱、みなし仮設に入ったが、6 月末に銀行の
寮に娘 2 人と自分の 3 人で入居。2 カ月後に民間のアパートを借りた。
6 ）これまでの心理的変化（図 1）：何の感情もない。当時のことを、よく思い

















































































After the Great East Japan Earthquake on 11 March 2011, it was said that there were approximately 240,000 
refugees in September 2014.
　This study focuses on four victims who were evacuated from the Fukushima No. 1 nuclear power plant 
accident. Three-and-a-half years after the disaster, we undertook unstructured interviews regarding their recovery 
processes, including their activities of daily living. We have also presented the relationship between the time in 
years and mental movement in the form of a graph.
　The results differ from what is usually indicated in the general psychological condition of victims; in this 
instance, the disaster was too shocking, and their period of being in a daze continued for twice as long as normal. 
The honeymoon period, involving positive recovery from the damage and experiencing altruistic acts, was not 
seen at all in this study; rather, victims had persistent distrust and fear regarding the effects of the radioactivity. 
Furthermore, we found no recovery in their psychological conditions, even after three-and-a-half years.
―かねだ　えいこ・法学部准教授―
